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松
江
支
店
の
開
設

　

今
か
ら
約
四
〇
〇
年
前
の
江
戸
初
期
に
、

出
雲
の
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
宍
道
湖
畔
に

城
下
町
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
城
下
町
・
松

江
の
始
ま
り
で
す
。

　

一
八
万
六
千
石
の
松
江
松
平
藩
の
城
下
町

と
し
て
栄
え
た
松
江
の
象
徴
は
、
宍
道
湖
を

見
下
ろ
す
亀
田
山
に
築
城
し
た
松
江
城
の
天

守
閣
（
注
２
）
と
、
そ
の
周
り
に
堀
川
を
縦
横

に
掘
削
し
、
そ
の
土
砂
で
入
江
や
沼
地
を
埋

め
立
て
て
作
ら
れ
た
武
家
屋
敷
の
街
並
み
で

し
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
市
政

が
施
行
さ
れ
た
時
、
人
口
三
万
五
千
人
の
山

陰
最
大
の
都
市
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
フ

カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン（
小
泉
八
雲
）（注
３
）
が
松

（
注
１
）
国
際
観
光
文
化
都
市

　

 

日
本
に
お
い
て
、
国
際
的
な
観

光
・
温
泉
等
の
文
化
・
親
善
を

促
進
す
る
地
域
と
し
て
特
別
法

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
都
市
で
、

現
在
松
江
の
ほ
か
、
京
都
、
奈

良
、
軽
井
沢
な
ど
一
二
都
市
が

指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
２
）
松
江
城
の
天
守
閣

　

 

山
陰
地
方
で
唯
一
現
存
す
る
天

守
閣
。
外
観
五
層
の
望ぼ
う
ろ
う楼
を
誇

り
、
現
存
す
る
十
二
の
天
守
閣

の
中
で
は
二
番
目
の
平
面
規
模

を
誇
る
。
国
の
重
要
文
化
財
。

別
名
・
千
鳥
城
。

（
注
３
）
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

　

 

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

に
来
日
以
後
、
終
生
日
本
の
英

語
教
育
の
最
先
端
で
尽
力
し
、

欧
米
に
日
本
文
化
を
紹
介
す
る

著
書
を
多
く
残
し
た
。
最
初
に

松
江
に
赴
任
し
、
同
地
で
小
泉

セ
ツ
と
結
婚
し
た
こ
と
か
ら
、

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

に
帰
化
し
た
後
は
、「
小
泉
八

雲
」
と
名
乗
っ
た
。
な
お
、
八

雲
は
出
雲
国
に
か
か
る
枕
詞

「
八
雲
立
つ
」
に
ち
な
ん
だ
も

の
。

江
中
学
校
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
、
武
家
屋

敷
跡
に
居
を
構
え
た
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

　

一
方
、
山
陰
地
方
は
大
阪
の
経
済
圏
に
あ

り
ま
し
た
が
、
交
通
機
関
の
整
備
が
遅
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
時
の
松
江
・
大
阪

間
の
送
金
に
少
な
く
と
も
三
日
は
要
す
る
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
、
金
融
面
で
は
不
便
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
一
月
に

よ
う
や
く
鉄
道
（
山
陰
線
）
が
松
江
ま
で
開

通
し
た
も
の
の
、
冬
季
は
し
ば
し
ば
交
通
途

絶
を
免
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
ん
な
中
、
地
元
か
ら
の
強
い
要
望
を
背

景
に
、日
本
銀
行
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

三
月
、
地
元
銀
行
の
利
便
性
向
上
と
銀
行
券

流
通
の
順
便
化
を
図
る
た
め
、
松
江
支
店
を

開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
国
・
四
国

地
方
で
は
広
島
に
次
ぐ
支
店
開
設
で
し
た
。

　

明
治
期
に
開
設
さ
れ
た
支
店
が
い
ず
れ
も

全
国
有
数
の
商
工
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
大
正
期
の
支
店
開
設
は
、
松
江
支

店
の
ほ
か
に
、
新
潟
、
松
本
、
秋
田
、
熊
本

お
よ
び
岡
山
と
、
む
し
ろ
米
穀
等
農
村
金
融

の
中
心
地
に
広
が
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

支
店
開
設
の
た
め
、
対
岸
に
京き

ょ
う
み
せ店（

注
４
）

の
繁
華
街
が
広
が
る
殿
町
の
堀
沿
い
に
用
地

を
取
得
し
ま
し
た
。（
図
１
）

　

こ
の
周
辺
は
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け

て
山
陰
の
金
融
の
中
心
地
と
し
て
第
三
国
立

銀
行
松
江
支
店
（
注
５
）
を
始
め
、
八や

束つ
か

貯
蓄

銀
行
（
注
６
）
本
店
等
の
地
元
銀
行
が
立
ち
並

び
、「
松
江
の
ウ
ォ
ー
ル
街
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。

中
村
茂
樹 
日
本
銀
行
文
書
局
技
師

　古
く
か
ら
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
松
江
市
は
、
中
国
・
四
国
地
方
で
日
本
銀
行
の
支
店
が
広
島
に
次

い
で
開
設
さ
れ
た
山
陰
の
中
心
都
市
で
す
。
ま
た
、
堀
川
が
縦
横
に
走
る
宍し

ん
じ道
湖
畔
の
風ふ

う
こ
う
め
い

光
明
媚び

な
水

都
と
し
て
、
小
泉
八
雲
に
よ
り
世
界
に
紹
介
さ
れ
、
京
都
、
奈
良
に
次
い
で
国
際
観
光
文
化
都
市
（
注
１
）

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
第
五
回
は
、
そ
ん
な
松
江
市
に
残
る
旧
松
江
支
店
の
建
物
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
銀
行
旧
松
江
支
店

5

日
本
銀
行
の
支
店
建
物

上
・
現
在
の
外
観
、
下
・

新
築
時
の
外
観
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初
代
の
松
江
支
店
建
物

　

初
代
の
松
江
支
店
は
当
初
、
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
十
二
月
に
完
成
す
る
予
定
で
し

た
。
し
か
し
、
夏
場
か
ら
の
雨
天
続
き
の
天

候
に
よ
る
現
場
作
業
の
休
止
や
、
交
通
機
関

の
一
時
不
通
が
重
な
り
、
屋
根
葺
き
材
が
到

着
し
な
い
な
ど
の
悪
条
件
が
続
い
て
、
三
カ

月
の
工
期
延
長
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
翌
七
年

（
一
九
一
八
）
三
月
に
よ
う
や
く
完
成
し
ま

し
た
。

　

初
代
の
松
江
支
店
は
、木
造
平
屋
建
て（
一

部
二
階
建
て
）
の
本
館
と
、
レ
ン
ガ
造
り
二

階
建
て
の
金
庫
お
よ
び
木
造
平
屋
建
て
（
一

部
二
階
建
て
）
の
食
堂
・
宿
直
室
等
の
付ふ

属ぞ
く

家や

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
図
２
）

　

本
館
は
外
壁
に
化
粧
レ
ン
ガ
を
貼
っ
た
レ

ン
ガ
造
り
風
洋
風
建
築
で
し
た
。（
写
真
１
・
２
）

　

設
計
は
日
本
銀
行
技
手
の
平
松
浅
一
が
携

わ
り
ま
し
た
。
明
治
期
の
日
本
銀
行
本
支
店

の
設
計
に
携
わ
っ
た
辰
野
金
吾
と
長
野
宇
平

治
は
、
一
連
の
建
築
が
一
段
落
し
た
あ
と
、

と
も
に
日
本
銀
行
を
辞
し
、
大
正
期
の
支
店

の
設
計
は
二
人
に
育
て
ら
れ
銀
行
に
残
っ

た
技
師
陣
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
し

た
。
正
当
な
古
典
様
式
の
デ
ザ
イ
ン

は
、
ま
さ
に
二
人
に
厳
し
く
育
て
ら

れ
た
証
し
で
し
た
。

　

し
か
し
、
初
代
の
松
江
支
店
建
物

は
予
想
以
上
に
短
い
運
命
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
宍
道
湖
畔

の
沼
土
で
形
成
さ
れ
た
軟
弱
な
地
盤

に
対
す
る
基
礎
工
事
の
不
備
も
あ

り
、
開
設
後
半
年
に
し
て
一
番
重
い

金
庫
が
沈
み
始
め
た
の
で
す
。

初
の
現
地
改
築
に
よ
る 

二
代
目
の
松
江
支
店

　

初
代
松
江
支
店
の
金
庫
は
、
開
設
か
ら

一
七
年
後
の
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
時
点

で
当
初
か
ら
平
均
約
三
〇
セ
ン
チ
の
沈
下
を

示
し
、
地
質
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
補
強
工

事
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
の
結
論
に
達
し
ま

し
た
。
加
え
て
本
館
お
よ
び
付
属
家
と
も
職

員
増
加
の
た
め
著
し
く
手
狭
と
な
っ
た
の

で
、
本
館
・
付
属
家
お
よ
び
金
庫
の
全
部
を

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
に
改
築
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
銀
行
で
初
め
て
の
現
地
改
築
で
す
。

新
築
移
転
と
異
な
り
、
現
地
改
築
で
は
す
べ

て
の
業
務
が
敷
地
内
で
継
続
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
、
殊
に
金
庫
と
営
業
場
の
業
務
継
続
は

絶
対
条
件
と
な
り
ま
す
。

写真２　初代松江支店の営業場

（
注
４
）
京
店

　

 

江
戸
時
代
、
京
の
都
か
ら
輿
入

れ
し
た
城
主
の
奥
方
の
た
め

に
、
京
都
に
似
せ
た
ま
ち
づ
く

り
を
し
た
由
来
か
ら
京
店
と
呼

ば
れ
た
。

（
注
５
）
第
三
国
立
銀
行
松
江
支
店

　

 

日
本
銀
行
松
江
支
店
が
開
設
さ

れ
る
ま
で
、
島
根
・
鳥
取
両
県

の
国
庫
金
の
出
納
保
管
事
務

を
取
り
扱
っ
て
い
た
。
明
治

三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
土

蔵
造
り
と
し
て
建
て
ら
れ
た
建

物
は
現
存
（
現
か
げ
や
ま
呉
服

店
）。
第
三
国
立
銀
行
は
、
明

治
九
年
（
一
八
七
六
）
開
設
で

後
の
安
田
銀
行
（
現
み
ず
ほ
銀

行
の
源
流
）
の
前
身
。

（
注
６
）
八
束
貯
蓄
銀
行

　

 

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に

設
立
。
大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）

に
八
束
銀
行
と
な
り
、
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）
に
松
江
銀
行

と
合
併
。
現
在
の
山
陰
合
同

銀
行
の
源
流
。
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
に
建
築
さ
れ
た

山
陰
合
同
銀
行
旧
北
支
店
（
旧

八
束
銀
行
本
店
）
の
建
物
は
平

成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
、

「
ご
う
ぎ
ん
カ
ラ
コ
ロ
美
術
館
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

図２　初代松江支店の平面図

写真１　初代松江支店の外観

図１　松江支店の所在地
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建
築
し
、
⑥
最
後
に
、
境
界
塀
と
外
構
工
事

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。（
図
３
・４
）

　

こ
う
し
た
複
雑
な
手
順
を
受
け
て
延
べ

三
八
カ
月
間
の
長
工
期
を
予
定
し
、
昭
和

十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
一
月
に
着
工
、
昭

和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
に
完
成
予
定

と
し
ま
し
た
。

　

着
工
に
あ
た
っ
て
は
、
敷
地
内
に
現
場
事

務
所
お
よ
び
材
料
置
き
場
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
た
め
東
側
の
隣
接
地
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
工
事
中
も
敷
地
の
拡
充
を
模
索

し
、
北
側
隣
接
地
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

た
た
め
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
に
仮
金
庫
を
設
け

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
館
の
完
成
を
待
た

ず
に
既
存
金
庫
を
取
り
壊
す
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
大
幅
な
工
期
短
縮
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。（
図
５
）

　

当
初
計
画
よ
り
も
一
〇
カ
月
の
工
期
短
縮

を
実
現
し
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
三

月
に
二
代
目
松
江
支
店
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
軟
弱
地
盤
対
策
と
し
て
、
厚
さ

約
一
メ
ー
ト
ル
四
〇
セ
ン
チ
の
基
礎
底
盤

（
注
７
）
を
築
き
、
さ
ら
に
同
基
礎
下
に
長

さ
一
三
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
を

三
二
七
本
打
ち
込
み
ま
し
た
。

日
本
銀
行
最
後
の 

古
典
様
式
建
築

　

二
代
目
の
松
江
支
店
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
地
上
三
階
、地
下
一
階
の
本
館・

付
属
家
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
庫
は
本

館
の
地
下
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。（
図
６
）

　

設
計
は
、
長
野
宇
平
治
（
写
真
３
）
に
委
ね

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

仮本館・仮付属家 仮付属家

初代本館 初代付属家・初代金庫 仮付属家

２代目本館（地下金庫含む） ２代目付属家 塀・外構

竣工

● ● ● ☆

当初　行程表

北側隣接地購入による工期短縮

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

仮本館・仮付属家 仮付属家・仮金庫

初代本館 初代金庫 仮付属家

２代目本館（地下金庫含む） 塀・外構

工期短縮  （10カ月）

２代目付属家

竣工

● ● ☆

修正　行程表

昭和１２年 昭和１３年

取壊し工事

仮建築

本建築

移転

昭和１０年 昭和１１年

仮建築

取壊し工事

本建築

移転

１４年

１４年昭和１３年昭和１２年昭和１１年昭和１０年

図 3　現地改築説明図１

図 6　新築時の 2 代目松江支店の平面図 図 5　工程表

　

現
地
改
築
の
施
工
手
順
と
し
て
、①
ま
ず
、

本
館
お
よ
び
付
属
家
の
建
て
替
え
に
支
障
の

な
い
ス
ペ
ー
ス
に
仮
本
館
を
建
築
し
、
本
館

建
て
替
え
中
の
金
庫
動
線
を
確
保
す
る
た
め

に
付
属
家
を
改
造
（
仮
付
属
家
）
し
た
後
、

②
既
存
本
館
を
取
り
壊
し
、
③
そ
の
跡
地
に

新
た
な
本
館（
地
下
金
庫
含
む
）を
建
築
し
、

④
不
要
と
な
っ
た
仮
本
館
・
仮
付
属
家
と
既

存
金
庫
を
取
り
壊
し
、
⑤
新
た
な
付
属
家
を

図 4　現地改築説明図２

（
注
７
）
基
礎
底
盤

　

 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
建
物

の
基
礎
構
造
部
の
底
の
部
分
。

写真 3　長野宇平治
明治 26 年（1893）帝国大学工科大学（現在の東京大
学工学部）造家（建築）学科を卒業。日本銀行技師長。
わが国屈指の古典主義建築家として知られ、日本銀行
本支店をはじめとする数多くの銀行建築を手がけた。

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）
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ら
れ
ま
し
た
。
長
野
は
、
大
正
期
に
い
っ
た

ん
日
本
銀
行
を
辞
し
て
自
ら
の
建
築
設
計
事

務
所
を
開
設
し
て
、
銀
行
建
築
を
中
心
に
数

多
く
の
古
典
様
式
の
建
物
を
設
計
し
ま
し
た

が
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大

震
災
を
機
に
本
店
建
物
の
震
災
復
旧
に
携
わ

り
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
本
店
増
築

工
事
を
機
に
再
び
日
本
銀
行
臨
時
建
築
部
（
注

８
）
の
技
師
長
に
就
い
て
い
ま
し
た
。

　

長
野
は
本
店
増
築
工
事
に
深
く
関
わ
る
傍

ら
で
、
広
島
、
松
山
の
各
支
店
に
続
き
松
江

支
店
の
設
計
に
携
わ
り
ま
し
た
。
昭
和
期
に

入
り
、
多
様
な
建
築
様
式
が
表
現
さ
れ
る
中

で
、
長
野
は
頑か

た
くな

に
古
典
様
式
建
築
に
こ
だ

わ
り
ま
し
た
。

　

長
野
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

十
二
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
本
店
増
築
工

事
、
松
江
支
店
改
築
工
事
の
完
了
の
前
年
で

し
た
。
本
店
増
築
よ
り
も
後
に
設
計
し
た
松

江
支
店
は
、
ま
さ
に
長
野
の
遺
作
で
あ
り
、

日
本
銀
行
最
後
の
古
典
様
式
建
築
と
な
り
ま

し
た
。

市
街
地
活
性
化
の
た
め
の 

保
存
・
活
用

　

旧
松
江
支
店
の
敷
地
は
改
築
時
の
隣
地
購

入
で
多
少
拡
幅
し
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
敷
地

い
っ
ぱ
い
に
本
館・付
属
家
等
が
配
置
さ
れ
、

余
裕
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
末
に
は
支

店
職
員
数
が
改
築
時
の
二
倍
半
ま
で
増
加

し
、本
館・付
属
家
と
も
著
し
く
手
狭
と
な
っ

た
た
め
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
か

ら
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
か
け
て
西

北
側
の
隣
地
を
購
入
し
、
付
属
家
お
よ
び
荷に

捌さ
ば
き

所じ
ょ

・
車
庫
等
を
増
築
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
業
務
の
拡
大
お
よ
び
、
昭
和

四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
の
京
橋
川
の
氾
濫

に
よ
り
地
下
金
庫
に
浸
水
し
た
り
、
地
下
金

庫
の
壁
に
生
じ
た
亀
裂
か
ら
地
下
水
が
し
み

出
す
事
態
が
生
じ
た
た
め
、
適
地
を
求
め
て

新
築
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
写
真
4
）

　

母ほ

ろ衣
町ま

ち

の
日
赤
病
院
の
跡
地
を
購
入
し
、

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
四
月
に
現
在

の
三
代
目
松
江
支
店
に
新
築
移
転
し
ま
し

た
。（
写
真
５
）

　

一
方
、
旧
支
店
建
物
は
島
根
県
の
所
有
と

な
り
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
県

庁
周
辺
整
備
基
本
構
想
の
中
で
同
建
物
の
取

り
壊
し
計
画
が
発
表
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ

に
対
す
る
市
民
有
志
に
よ
る
保
存
運
動
を
受

け
て
、
同
建
物
は
県
か
ら
松
江
市
に
譲
渡
さ

れ
取
り
壊
し
計
画
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
江
市
の
策
定
し
た
中
心
市
街
地
の
活
性

化
事
業
の
中
で
、
旧
松
江
支
店
建
物
の
有
効

利
用
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
十

年
（
一
九
九
八
）
に
「
匠
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
製
造
・
販
売
一
体
型
の
観
光
商
業
施

設
の
方
針
が
決
定
し
、
翌
年
の
平
成
十
一

年（
一
九
九
九
）か
ら
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
に
「
カ
ラ

コ
ロ
工
房
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

（
写
真
６
・７
）

　
「
カ
ラ
コ
ロ
」
の
由
来
は
、
明
治
時
代
に

木
橋
で
あ
っ
た
松
江
大
橋
を
渡
る
人
々
の
下

駄
の
「
カ
ラ
コ
ロ
」
と
い
う
音
に
、
小
泉
八

雲
が
深
く
心
ひ
か
れ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
カ
ラ
コ
ロ
工
房
」
へ
の
改
修
工
事

は
、
優
良
な
保
存
活
用
事
例
と
し
て

B
E
L
C
A
賞
（
ベ
ス
ト
リ
フ
ォ
ー
ム
部

門
）（
注
９
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
、
松
江
の
街
は
「
平
成
の
大
遷
宮
」
の

出
雲
大
社
と
と
も
に
「
神
々
の
国
し
ま
ね
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
地
と
し
て
話
題
を
集

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
旧
松
江
支
店

建
物
が
、
国
際
観
光
文
化
都
市
松
江
の
歴
史

的
建
造
物
と
し
て
保
存
・
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

（
注
８
）
日
本
銀
行
臨
時
建
築
部

　

 

日
本
銀
行
本
店
の
一
号
館
〜

三
号
館
増
築
工
事
（
昭
和
四

年
［
一
九
二
九
］
着
工
、
昭
和

十
三
年
［
一
九
三
八
］
完
成
）

に
あ
た
り
行
内
に
組
織
さ
れ

た
、
長
野
宇
平
治
技
師
長
以
下

九
〇
名
の
技
師
・
技
手
を
擁
し

た
建
築
部
。

（
注
９
）
B
E
L
C
A
賞

　
（
ベ
ス
ト
リ
フ
ォ
ー
ム
部
門
）

　

 

全
国
の
設
計
・
建
設
会
社
で
構

成
さ
れ
る
公
益
社
団
法
人
「
ロ

ン
グ
ラ
イ
フ
ビ
ル
推
進
協
会
」

に
よ
り
、
改
修
に
よ
っ
て
画
期

的
な
活
性
化
を
図
っ
た
建
築
物

の
う
ち
特
に
優
秀
な
も
の
を

表
彰
す
る
も
の
。
平
成
三
年

（
一
九
九
一
）
か
ら
実
施
。

写真 4　集中豪雨による冠水

写真 7　カラコロ工房の中庭

写真 6　カラコロ工房の内部

写真 5　現在の松江支店




